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劇団はく帝国カバレット子供のための劇場〉Theater ftir Kinderim Reichs－  




GRIPS Buch．Theatergeschichten，Berlin，1994，S．14）と書いている通りであ  
る。ドイツのカバレットは19世紀末パリ，モンマルトルの「黒猫」などのキャ  
バレーの影響下に成立し，1920年代にはいわゆる黄金の20年代としてベルリ  
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ルマニストであるゲルハルト・フィッシャーGerhard Fischerが長年を費やし  
て完成させた労作“Grips一竜eschichteeinespopularenTheaters（1966－2000）”で  
ある。   
フォルカー・ルートヴィヒは1937年ナチスの時代にライン川のほとりの都  
市，ルートヴィヒスハーフェンで生まれたが，戦中戦後の混乱期はテユーリン  
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れる。グラフィック担当者としてやはり 〈帝国カバレット〉の一員だった弟の  
ライナー・ハツハフェルトは，この時もルートヴィヒと行をともにしており，  
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分裂後に制作された『シュトッカーロクとミリピリ』（1969年5月17日初演）  
が，‘グリブス劇場最初の作品と認定されているのである。  
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第1部〈第1場，ツオー駅〉西ドイツの田舎から列車に乗ってきた少女が   
西ベルリンの中心ツオー駅に降り立つ。かつて彼女の町にツアー演奏に来て   
いたロックスターと恋に落ち，その後妊娠したことが分かって，彼に会いに  
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て座った君〕。   
















男〕，電車はツオー駅に近づく。   
〈第7場，ツオー駅売店前〉プレテントウルーデの売店はさらに様々な出   
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できない。彼女には夢の職業なのに。   
く第12場，グライスドライエツケ駅〉電車が突然，停車する。ルンピが線  
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ソウル版『地下鉄1号線』のストーリー   
第1部〈第1場，ソウル駅広場〉中国の朝鮮族居住地区の都市，延辺から   
やってきた若い仙女がソウル駅に降り立つ。ガイドのアルバイトをしていた   
時，白頭山観光に来ていたツバメと呼ばれる男と知り合い，彼の子を妊娠し   
たために，探しに来たのだ。初めて見る大都市ソウルの印象を歌う〔1歌：   
6時9分，ソウル駅〕。〈第2場，ソウル駅地下道〉仙女はソウル駅の地下通   
路に降りていく。中国出身の朝鮮族の人たちを探そうとするが，出会うのは   
酒臭いホームレスとか物乞いばかり。どこかで会ったような女性，赤パンツ   
が嫌悪すべき自分の生活を歌う〔2歌：昼よ，おまえを呪う〕。〈第3場，地   
下鉄ソウル駅ホーム〉中国で会ったツバメは仙女にソウルの街588に来るよ   
うに言っていた。しかし，駅で会う人たちはみな冷たく，無関心である。地   
下鉄を待つ間，通勤客が都市での生活を歌う〔3歌：待たなけりゃ〕。〈第4   
場，ソウル駅から清涼里駅への車内〉仙女が清涼里行きの地下鉄に乗る。向  
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んが，年を取っても日々の喜びがあることを仙女に歌って聞かせる〔10歌：   
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の巧みな造形にあると思われる。原作の登場人物の役割が分割されたり，複数  
人分が一人にまとめられたりしているが，そのいずれもが現在のソウルでもお  
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たばあさんともその葬式を挙げてもらうような擬制的親族関係を取り結んでい   
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